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細胞建築研究室

「細胞がどのように建築されているのか？」を
• 材料学（タンパク質など生体分子の活性）
• 力学（細胞の中で発生している力）
• 自己組織化学（自発的な秩序形成の理論）
といった観点から自由な発想・手法で研究しています。

一緒に研究しませんか？

• 細胞を「建築学」の視点から研究したい人
• これまで実験生物学を学んできて、これからは理論や計算をとりいれ
た生物研究の方法を学びたい人

• これまで物理学や数学を学んできて、これからは自分で生物学実験を
したい人

• じっくり考えることが好きな人
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助教：鳥澤嵩征
大学院生４名
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スケーリング
環境に合わせるメカニズム

核と細胞の配置
位置を知るための力学

細胞内流動
秩序誕生のメカニズム
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３つの主要な研究テーマ

主な研究手法
線虫遺伝学 微細加工

コンピュータ・シミュレーション

生細胞顕微鏡イメージング

画像処理 細胞質流動 染色体動態

核配置 細胞配置 細胞質流動 染色体動態 VR表現


